平成三十年度　豊島区立千登世橋中学校　演劇部
東京都連合演劇発表会　上演作品
「魔法使いの地図Wizard map」
（第三稿）
作:舟久保美侑帆・高砂洋子
登場人物

１．リバー・ラドゥーン（光の部族）　　　　　　　　　　１６．村人①
２．クララ・ロンディネ（地の部族）　　　　　　　　　　１７．村人②
３．アルマトゥーラ・アスピス（アル）（火の部族）　 　　１８．村人③
４．アストレア・エトワール（風の部族）
５．ナブエル・ドラコス（水の部族）
６．サンクトゥス王（闇の部族）
７．トリル（リバーの化身・時の部族）
８．ソフィア姫（光の部族・リバーの母）
９．衛兵長

１０．カラス①

１１．カラス②

１２．魔術人

１３．光の部族

１４．闇の部族
１５．長老　　　　　　　　　　　　他、自由魔術世界のダンサーたち

第一場
幕が開くとトリルがいる。
トリル　　　もしもこの世界に、どんな願いも叶えてくれる秘宝があったなら、あなたは何を願いますか。
トリル　　　もしも、その秘宝にたどり着くための地図を手に入れたとしたら、あなたは、そこへ向かいますか？　どんな困難が待ち受けているか分からないのに…。
雷鳴
トリル　　　はるか昔。まだ暗闇と光が分かれていなかったころ、確かにあったという「伝説の秘宝」。この物語は、大きな大陸の一角にある小さな国の、伝説の秘宝とその場所を記した地図にまつわるお話…。
雷鳴
ソフィア・長老　登場
長老　　　　さあ、こちらへ。ソフィア姫。
ソフィア　　長老様。この子を、私の宝をお守りください。
長老　　　　姫。私はあなたをお守りしに来たのですよ。さあ、一緒に逃げましょう。
ソフィア　　いいえ。この子を、リバーをお願いします。
長老　　　　ソフィア姫･･･。
雷鳴
サンクトゥス王　登場

サンク王　　そこにいたのかソフィー。
長老　　　　サンクトゥス王！
サンク王　　共に、夢を叶えようぞ。
ソフィア　　ええ、行くわ。･･･あなたの夢を打ち砕くために･･･。
ソフィア　サンクトゥス王　　退場

長老　　　　まさか･･･。ソフィア姫！　お待ちください。ソフィア姫！
赤ん坊の泣き声

長老　　　　おお、リバー。泣くでない。おお、よしよし。リバーよ、良い子だ。。
トリル　　　そして、十三年の時が流れた。

第二場
十四歳になったリバー登場
長老　　　　リバー。これ、リバー。
リバー　　　何よ。
長老　　　　遊びに行くのは勉強が終わってからだといつも言っておるじゃろ。
リバー　　　ちゃんとやったわよ。
長老　　　　なに？　ウソはいかんぞ。ウソは。
リバー　　　ウソじゃないわ。
長老　　　　数学。
リバー　　　解の公式。２ａ分のマイナスｂプラスマイナスルートａ２乗マイナス４ａｃ。
長老　　　　力学。
リバー　　　ＦイコールＧ×ｒ２乗分のＭｍ。
長老　　　　じゃ、えっと…。
リバー　　　物理学もやったわよ。
長老　　　　現代文、古文は？
リバー　　　ありおりはべりいまそかり。ね、もう遊んで良いでしょ。
長老　　　　ダメじゃ。
リバー　　　なんで？
長老　　　　まだ、地理と歴史が終わっとらんじゃろ。
リバー　　　はぁ。地理。歴史。
長老　　　　そうじゃ。
リバー　　　こんな薄っぺらい教科書！　面白くないのよ。
長老　　　　まあ、そういうな。この国は小さい国だからの。
リバー　　　じゃあ、世界をみせてよ。
長老　　　　…。
リバー　　　歴史も。この国だけじゃない、世界の歴史を教えてよ。
長老　　　　それは･･･。（やけに小さい声で）この国ではそれは教えちゃいけないことになってるんだ。
リバー　　　なぁに？　聞こえないんですけど。
長老　　　　あれれ？　だれか来おったかのぉ。声が聞こえるがのぉ
リバー　　　あーごまかしたー。
いつの間にか、クララ登場している。
なにやら、草と話をしている。

クララ　　　そこのあなた。そう、あなたのことですわ。お名前は？　ええ？　ないんですか！　お寂しいこと。･･･それならば、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(せんえつ),僭越)ですがわたくしがつけてもよろしいでしょうか。･･･あ、ありがとうございます。それでは、アン･･･はいかがでしょう。あら、気に入っていただけましたか。それはそれは、よろしゅうございました。ところで、アン様、わたくし怪我に良く効く薬草を探しております。ご存知ではないでしょうか。あ、作用でございますか。あちらの方向。ありがとうございます。それでは。あ、今度、お茶にご招待いたしますので、ぜひ･･･。
長老　　　　クララ。また、雑草を招待するのかい？
クララ　　　ええ。とても素晴らしい話が聞けたので、お礼をいたしませんと。
長老　　　　雑草相手にお茶もなにもあったもんじゃないだろうが。
クララ　　　長老様。そうなんです。様々な植物の方々をお誘い申し上げているのですが、まだどなたもいらしていただいたことがなく･･･。（泣）

リバー　　　植物と話ができるっていうのも大変ね。
クララ　　　大変とは？　わたくしたち地の部族が植物の方々とお話できるのは当然のことですから。
長老　　　　クララはな、植物が、その場から動けないことが解っていないから大変なんじゃ。
リバー　　　ああ、そうゆうこと。
クララ　　　わたくし、植物の方々に嫌われてしまっているのでしょうか。
リバー　　　そんなことないよ。

クララ　　　いえ、わたくし、きっと、嫌われて･･･。
雨が降り始める。
リバー　　　ちょっと、クララ、泣かないで。
長老　　　　まあ、しばらく泣かしておくとしよう。そろそろEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(ひとあめ),一雨)欲しいとこじゃったからのぉ。
アル　登場
全身、傷だらけである。

アル　　　　おい、誰だよ。クララ泣かしたの。
リバー　　　勝手に泣いたのよ。
長老　　　　アルマトゥーラ・アスピス！
アル　　　　は、はい。
長老　　　　何をしたらそんなに傷だらけになるんじゃ。

アル　　　　いや、あの･･･、これは･･･。
ナブエル　登場
長老　　　　おお、ナブエル・ドラコス。水の部族の力で教えてくれないか。
ナブエル　　（アルをじっと見つめ）フッ･･･。（と、遠くを見る）
長老　　　　（ナブエルが見た方向を見て）アルめ。また、森の向こうに行っとったんじゃな。
リバー　　　ええ、いいなぁ。私まだ行ったことないんだよね。憧れるなー、外の世界。みんな顔がキラキラして、キラキラの服を着て･･･。
ナブエル　　（じっとリバーを見る）
リバー　　　解ってるわよ。そんなにいいもんじゃないって言いたいんでしょ。でも、外の世界に行ったからって、なんでそんなに傷だらけになるの？
ナブエル　　（そんなことも解らないのか、といった目でリバーを見る。）
リバー　　　わかんないわよ。ナブエルは解るっていうの？
ナブエル　　フッ･･･。
リバー　　　あー、もう。イライラする。ねえ、長老様。水の部族ってみんな、コウなの？
長老　　　　色々なことが解りすぎる、という能力は、それはそれで大変なんじゃろうがのぉ。
ナブエル　クララのそばに寄り添う。
リバー　　　もう、いいわ。･･･アル、何があったか言ってちょうだい。
アル　　　　（長老を気にして）いやーここではちょっと･･･。
長老　　　　（怒って）いいから、言いなさい。
アル　　　　あ、はい。あのさ、街へ行ってさ、ほんの少し、ほんのすこーしだけ、悪戯を･･･。
長老　　　　（さらに怒って）やはりそうじゃったか。お前という奴は、何度言ったらわかるんだ。
アル　　　　いや、だからさ、今回はそんな派手なことはしてないよ。俺だってほら、バカじゃないんだから、ちゃんと反省してさ･･･。
長老　　　　派手とか地味とか関係があるか。
アル　　　　ホントーに、本当だってば。
リバー　　　で？　何しちゃったの？
アル　　　　食堂でさ、食事している人に素早く近づいて･･･。
リバー　　　うん、うん。
アル　　　　目にも留まらぬ速さでコショウをドバーー！
リバー　　　（笑）
長老　　　　まったく、火の部族の身体能力をつまらん事に使いよって、この･･･。
アル　　　　つまらん事ってなんだよ。
リバー　　　で、なんで怪我してるの？
アル　　　　食堂が飽きたから、公園へ行ったんだよ。
リバー　　　うん、それで？
アル　　　　ちょっと、花壇の模様替えをね、しようと思ったんだよね。
リバー　　　花壇の？　模様替え？
アル　　　　うん。木をね、こうして、こう。花壇の土を、こうして、こうして、花をこうして･･･。
リバー　　　何か、大変そう･･･。
アル　　　　まあ、俺にかかったらたいしたことないんだけど･･･。ほら、急に雨が降ってきてさ、ああ、これはクララだなと思ったから、思わず止まっちゃったんだよね。
リバー　　　あ･･･。
アル　　　　で、見つかっちゃって。何でこっちに来てるんだ、追い返せ、てなもんで、あいつら刀やら銃やら武器を持ち出してきてよ、挙句の果ては「大砲もってこい」なんて言ってるから、とりあえず逃げてきたってわけ。
長老　　　　まあ、これに懲りて、もう街には行かないことだ。アストレア、おいアストレア。
アストレア　登場
長老　　　　すまないがアストレア。アルを治療してやってくれ。
アストレア　はぁ。仕方ないわね。アル、こっちへ来て。
アストレア　アル　　退場
リバー　　　アストレアは風の部族。どんな怪我でも病気でも直しちゃう。みんな四大元素の力を持つ部族、いいなぁ。
長老　　　　いいことばかりでもあるまい。
ナブエル　　（クララに）もう、いい。
クララ　　　え？（ナブエルを見て、泣き止む。と雨がやむ。）
ナブエル　　ん。（植物たちと話してみろ。）
クララ　　　え？　うん。あ、あの･･･アン様。･･･え？　喜んでいただけたんですか？　今の、雨を？　ええ、そうでしたか。うれしゅうございます。
ナブエル・クララ　退場

リバー　　　やっぱり、能力があるって、いいなぁ。
　　　　　　　　長老・リバー　退場

第三場

サンク王　登場
サンク王　　衛兵長！衛兵長！
誰も反応がない

サンク王　　（しびれを切らして）衛生長！
衛兵長　　　（すぐに登場）王様、何度も申し上げておりますが、私は衛兵長です。んもう、間違えないでくださいっ。
衛兵長　退場
サンク王　　ええ？　帰っちゃった。･･･衛兵長！　衛兵長！
だれも出てこない。
サンク王　　･･･衛生長！
衛兵長　　　（登場して）ですから、私は衛生長ではなく衛兵長。何回言ったら解ってもらえるのかなぁ。
サンク王　　言ってる。ずっと言ってる。
衛兵長　　　王様、もう間違えないでね。
サンク王　　衛兵長。なんで返事しないの？　衛兵長さーん。･･･衛生長！
衛兵長　　　ハイ！

サンク王　　え？　おかしいよね。わざと？　ねえ、わざとだよね。
衛兵長　　　王様。
サンク王　　なんだ、衛兵長。
衛兵長　　　･･･。
サンク王　　やっぱりダメなんだ。･･･衛生長。
衛兵長　　　違います。衛兵長です。いい加減にしてください。
サンク王　　いい加減にするの、そっちだと思うけどなぁ。
衛兵長　　　御用は何でしょう。
サンク王　　･･･衛兵長。あれから、十三年経った。
衛兵長　　　あれから･･･。
サンク王　　知っておったか？　ソフィーには娘がいる。
衛兵長　　　ええ！　まさか･･･。
サンク王　　そうだ、その、まさかだ。
衛兵長　　　ええ？　まさか？
サンク王　　父親は、私ではない。
衛兵長　　　えー。今、絶対そうだと思った。
サンク王　　･･･。

衛兵長　　　王様。お気持ち、お察しします。
サンク王　　簡単に言うなよ。気持ちなど、分かる訳がない。
衛兵長　　　王様。
サンク王　　私のこの悲しみは、苦しみは、誰にもわからない。わかるものではないのだ。
衛兵長　　　十三年の間、王様は国を治めることに力を尽くしました。本当に王様の働きぶりにはみな感謝しています。
サンク王　　知っておるぞ。厳しい王だと、みな嫌っておる。
衛兵長　　　そのようなことは･･･。
サンク王　　よいのだ。
衛兵長　　　王様。
サンク王　　ソフィーの娘が今年十四になる。私の望みが叶えられるときが来たのだ。
衛兵長　　　ですが、王様。
サンク王　　なにゆえ止める？
衛兵長　　　いえ、それは。（ソフィアと同じ目に合わせるの？）
サンク王　　ソフィーのときと同じことにはしないさ。
衛兵長　　　では、どのように。
サンク王　　自分から近くに行くように仕向ければいい。
衛兵長　　　自分から･･･。
サンク王　　我々は後からついていく。
衛兵長　　　なるほど。（ずるいね）
サンク王　　なんだ。卑怯か
衛兵長　　　いえ、そのようなことは。
サンク王　　私は、卑怯だと思うぞ。
サンク王・衛兵長　退場
第四場
アストレア　登場
何かの飾りつけをしている。
アル　登場
アル　　　　ありがとう、アストレア。助かったよ。
アストレア　もう、いい加減にしてね。アルだけよ、何度も大けがしているのは。
アル　　　　アストレアが助けてくれるから、べつにいいじゃん。
アストレア　いい加減、そういう考えをやめなさいって言ってるの。いつも助けられるとは限らないのよ。
アル　　　　大丈夫だって。いつも俺たち一緒じゃん。だから、いつも助けてよ。
アストレア　これから先も？
アル　　　　うん！
アストレア　一緒？
アル　　　　うん！
アストレア　･･･。
アル　　　　え？　嫌なの？
アストレア　嫌･･･ということではなく。
アル　　　　え？　俺ってそんなに嫌われてたの？
アストレア　そういうことではなく、これから先ずっと、というのは、ねえ。
アル　　　　･･･？　何が言いたいのかぜんぜんわかんない。
アストレア　･･･リバーが十四歳になるんだから。
アル　　　　あ、そうか。あいつ、誕生日か。それで（準備してるんだね）。
アストレア　みんな、大人になるってこと。。
アル　　　　ん？　準備、手伝うよ。
アストレア　アルに手伝ってもらえば、あっという間ね。じゃあ、お願い。
アル、準備に取りかかる。

ナブエル・クララ　登場

クララ　　　アストレア、聞いてください。先ほど、わたくし、それはそれは悲しい気持ちになってしまい、つい、あの、泣いてしまったのです。
アストレア　ああ。（そういえば雨が降ってたな）
クララ　　　それでですね、アン様が感謝の言葉をかけてくださって、わたくしもう、うれしくて、うれしくて･･･。
アストレア　へえ。（さっぱりわからない）
ナブエル　　うん。（わからなくても問題ない）
アストレア　よかったですね。
クララ　　　ええ、そうなの。わたくし、本当に嬉しくて、ああ。どうしましょう。
長老　登場
長老　　　　準備はできたか、アストレア。
アル　　　　おう、バッチリだぜ。
長老　　　　アル、お前には聞いとらん。
アル　　　　えー。そりゃないぜ。ほとんど俺がやったのに。
アストレア　ええ、準備オッケーよ。
長老　　　　では、儀式を始める。
クララ　　　これで、ようやくリバーもわたくしたちの本当の仲間になるのね。
長老、儀式を始める。
アル　　　　リバーの部族って？
アストレア　わからないのよ。リバーは、赤ん坊のときに長老が森の向こうから連れてきた子だから。
アル　　　　森の向こう？
長老　　　　儀式を始めると言うておるのに、何を無駄口叩いておるんだ。ん？　ところでリバーがおらんようじゃが。
クララ　　　わたくし、探してきますわ。
クララ　退場
アストレア　リバーは、本当は向こう側の人なのではないかしら。
ナブエル　　あ。（アストレア、それは言い過ぎだ）
アル　　　　まあ、あいつはどんくさいからな、火の部族ってことはないだろ。
ナブエル　　うーん。（水の部族でもないな）
リバー　登場
リバー　　　なんか気分悪いんですけど。
アル　　　　（驚いて）うわぁ、リバー、いつからいた？
リバー　　　けっこう前から。
アストレア　聞いてた？
リバー　　　何を？
アストレア　何をっていうか･･･。
リバー　　　私、本当は向こう側の人間よ。
クララ　登場
クララ　　　あら、リバー。戻ってらして…、え？（何かあった？）
リバー　　　長老様、ちゃんと話しておいてくださいよ。
リバー　去ろうとする。
トリル　登場
時が止まる。

トリル　　　待って、リバー。
リバー　　　え？　なに、これ･･･。
トリル　　　私はトリル。時をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(あやつ),操)る魔法使い。そして、あなたは私。
リバー　　　え？
トリル　　　リバー、また会いましょう。あなたが地図を手に入れたときに･･･。

トリル　退場
時が動き始める。
リバー　退場
追いかけてナブエルも退場
アル　　　　あ、リバー！
アストレア　長老様、本当ですか。
長老　　　　リバーが、四大元素の部族ではない、ということは本当だ。
アストレア　じゃあ、リバーはあっちの人間。
アル　　　　俺に銃を向けてきたやつらの仲間だっていうのかよ。
長老　　　　いや、そうではない。
アル　　　　じゃあ、どういうことだよ。
長老　　　　リバーの十四歳の儀式が終わったら、すべてを話すつもりじゃった。リバーにもお前さんたちにも･･･。
リバー・ナブエル　登場

リバー　　　ねえ見て、バースディカードよ。
アル　　　　お前、機嫌直ったのか？
リバー　　　機嫌？　なんのこと？
アストレア　リバー、ごめんね。
リバー　　　だから、なんのこと？
アストレア　だから･･･。
ナブエル　　ん。（もういいだろ）
リバー　　　十四歳の誕生日が特別、って本当ね。･･･開けてもいい？
アル　　　　もちろん。
リバー　　　じゃあ、開けるね。（手紙を開ける）「リバー。十四歳の誕生日おめでとう。幸せな一日を幸せな場所で過ごせますように。」だって。あ、あとチラシが入ってるね。どれどれ･･･。
チラシを開くと魔術人が現れる
魔術人　　　みーなさーん。こーんにーちはー。
静か
魔術人　　　いいですか私が「こんにちは」と言ったら皆さんも繰り返してくださいね。いいですか？やり直しは絶対にしませんよ。ただでさえ時間が押してるんだから、ホントにもう。「みーなさーんこーんにーちはー」
リバー・アル・アストレア・クララ　しぶしぶ挨拶する。
魔術人　　　自由魔術世界へいらっしゃい！　ここは個性豊かな生物たちが毎日楽しく暮らす世界。もう種類がありすぎて私たちも未だに理解出来ない言葉があるぐらいですよ。最先端のアトラクション、最新漫画、最新映画の数々、そしてレトロな昔懐かしの物も、たーくさん取り揃えていますよー。ろうなくなんの･･･、もとい老若男女が楽しく楽しむ世界。自由魔術世界へレッツゴー！
魔術人　消える

リバー　　　自由魔術世界。･･･行きたい！
アル　　　　聞いたことあるぞ。俺たちみたいな特殊能力者が住んでるんだ。
リバー　　　じゃあ、私は･･･。
長老　　　　行ってくるといい。
リバー　　　え？　いいの？
長老　　　　そこで、すべてを知ることになる。
アル　　　　長老･･･。意味わかんね。
リバー　　　じゃあ、行く。
アル　　　　俺も行くぞ。
アストレア　私たちも行きましょう。
クララ　　　楽しそうですわ。自由魔術世界。
アストレア　正式名称は「自由魔術的人民の為の独立共和世界」っていうのよ。
アル　　　　へぇ･･･。どうでもよくね。
アストレア　アル･･･、そういうとこ（がダメなんだよ）。
長老　　　　リバー。自由魔術世界に行くなら、これを持って行くのじゃ。
リバー　　　これは？
長老　　　　困ったときに、開けるのじゃ。
リバー　　　長老様。
長老　　　　気をつけて行くのじゃぞ。
みな、口々に「行ってきます」などの挨拶をする。
長老　退場

衛兵長　登場
衛兵長　　　待て。お前たち、どこへ行く。
アストレア　どこって、どこでも･･･。
衛兵長　　　いや、分かっているんだ。君たちは自由魔術世界に行くんだろ。
アストレア　どうしてそれを･･･。
衛兵長　　　ダイレクトメールでも届いたんだろう。誕生日おめでとう、とかなんとか･･･。（リバーを指し）娘！
リバー　　　え？　私？
衛兵長　　　私と共に来てもらおう。
リバー　　　えー、なんで私？　それに、知らないおじさんについて行っちゃいけないって言われてるし･･･。
衛兵長　　　お、おじ、おじさん･･･。
アル　　　　そうだ。リバーは俺たちと自由魔術世界に行くの！　邪魔すんな、ちょびヒゲ！
衛兵長　　　ち、ちょび、ちょびヒゲ･･･。
サンク王　登場

サンク王　　衛兵長、形なしだな。
アル　　　　誰だ、おっさん。
サンク王　　お、おっさ、おっさん。
衛兵長　　　王様。もう、ひどいんですよ、この子たち。
サンク王　　若者とは、こうしたものだ。
アル　　　　だから、お前ら誰だよ、何の用だよ。
サンク王　　私の名前は「モナルカ・エンペラドル・カイザー・アフ・トラベル・ウアンディ・サンクトゥス三世」だ。
アル　　　　あー、ぜんぜん入ってこない。
サンク王　　略称は「サンクトゥス王三世」
アストレア　最初から略称を言ってよ。
衛兵長　　　そして俺は世界一強くてカッコイイ衛兵長様・・・
アル　　　　（さえぎる）は？　世界一強くてカッコイイのは・・・おれだおれだおれだおれだおれだおれだおれだ～（俺だ×７ぐらい）
衛兵長　　　なんだとーおれだおれだおれだおれだおれだおれだおれだ（俺だ×７？）
二人　　　　ぜーはーぜーはーぜーはーぜーはーぜーはーぜーはー
アル　　　　お前やるな。
衛兵長　　　お前もな。
アストレア　いや。意気投合しなくていいから。
サンク王　　あーもううるさい！　私の目的は秘宝を手に入れること。そして、そのためにリバー、お前にも来てもらう。
リバー　　　私？
アストレア　ダメよ。
クララ　　　当然ですわ。
サンク王　　威勢のいいお嬢さんたちだ。素直に従わないと手荒な手段を使うことになる･･･。
クララ　　　（指をならす）
突然　土砂降り
サンク王　　話、最後まで聞かないんだね。
衛兵長　　　王様。土砂降りの雨です！
サンク王　　わかっておる。何とかしろ。
アストレア　傘をさす。
リバー　　　あれ？

アストレア　空気の傘ー～♪

アル　　　　じゃなくてコンビニで売ってるビニール傘～♪

アストレア　あっちょっと。種明かししないでよ。

アル　　　　ごめんな～おっさんたち。行こうぜみんな。

五人　　　　うん！

　　　五人　退場
　　　雨が止む。
衛兵長　　　大丈夫ですか？

サンク王　　あいつらは「自由魔術世界」に行くと言ったな。

衛兵長　　　ハイ。
サンク王　　狙い通りだ。
衛兵長　　　ハイ。
サンク王　　追うぞ。
衛兵長　　　（悪い人だな、という目で見る）
サンク王　　もう、わかったから。
サンク王・衛兵長　退場
第五場
カラス①②　登場
カラス①　　カーカーカーカーカーカーカー

カラス②　　おいおい、何しとんねん。
カラス①　　カーカーカーカーカ。カカカカカー。（鳴いてるんだべさ。カラスは鳴くもんだっぺ。）
カラス②　　なるほど。
カラス①　　カーカーカーカーカー（お前もからすだったら、鳴いたほうがいいべ。）

カラス②　　ウォー。めっちゃイライラする。
カラス①　　カーカカカーカ。（なんでそんなにいらいらしてんの？）
カラス②　　やめてーな。あんたみたいに意味もなくカーカーカーカー鳴くやつがおるからいつまでたってもカラスは雑用係なんや。分かるか？
カラス①　　わかった。じゃあ、ちゃんとしゃべるっぺ。
カラス②　　ええか。この「自由魔術世界の門番」という仕事ができんは、俺らがカラス界のエリートやからや。
カラス①　　この仕事も雑用だっぺ。
カラス②　　雑用の中でも、エリートの･･･。
カラス①　　暇つぶしにゲームでもするっぺ。
カラス②　　おっいいね！ほな相方はポテチのりしお味とコーラとあとはWi-Fiやな。

カラス①　　おっいいね！YouTubeを見るっぺ。
カラス①②　遊び始める。
五人が少し前から登場している。

アル　　　　あっなんか見えてきた。あそこが入り口じゃないか？

クララ　　　あそこが入り口ですか。受付にいらっしゃるのはカラスさんたち。なんだかとても楽しそうですわ。
アストレア　誰？カラスに職を与えたの・・・。
アル　　　　とりあえず行ってみようぜ。すみませーん。
カラス①　　カ、カーカーカー。（うわ、ビックリした。）カーカカーカー？（何か用ですか？）

カラス②　　やめてやれ。どうせわからへんねん。

クララ　　　「自由魔術世界の入り口はここでよろしいのでしょうか？
カラス②　　え？　通じてる？
カラス①　　そのとーりだっぺ。
カラス②　　カラス語やめてんのかい！
アル　　　　よし、じゃあ･･･。（行こうとする。）
カラス②　　ちょと待ってちょとまて待って。
アル　　　　え？
カラス②　　タダで通らせるわけにはいきまへんで。

アル　　　　どういうことだよ？

カラス②　　何か出すもんあるんとちゃいますか？

アル　　　　ん？

カラス②　　ほれほれ。
アル　　　　ん？
カラス　　　ほれ。
アル　　　　ん？
カラス②　　通行料じゃボケー。
アル　　　　通行料？

カラス①　　うん。通行料。
アル　　　　持ってない。

カラス①②　えーーーーー！
リバー　　　通行料なんてあるの？

クララ　　　存じ上げませんでした。
アストレア　仕方ない。帰りましょう。
カラス①　　じゃあ僕たちと勝負して勝ったら通してあげてもいいだっぺ。

アストレア　えっルール緩すぎない？

アル　　　　よっしゃ！　受けて立つぜ。

リバー　　　勝負って？
カラス②　　ほないくで。自由魔術世界入場をかけた戦いは･･･。
カラス①　　じゃんけんだっぺ！

アル　　　　えっ？　じゃんけん？
ナブエル　　（すすすすすっと進み出る）

アストレア　ちょっとナブエル。何やって・・・

カラス②　　ロック　シーザー　ペーパー　ワンツースリー！
カラス②とナブエル　じゃんけんする。
カラス①　　あ・・・

リバー　　　ナブエルが勝ったぁ！
五人　　　　イエーイ

カラス①　　ご、五回勝負だっぺ！

五人　　　　えー？
カラス②　　ワンツースリー　ワンツースリー　ワンツースリー　ワンツースリー
４回連続でじゃんけんする。
カラス①　　全敗だっぺ。
リバー　　　ナブエル強―い。
ナブエル　　ふっ･･･。じゃんけんなんて相手が手を出す瞬間の空気の動きかつ流れを把握してしまえば、相手が出す手を瞬間的に予測するなんて息をするより簡単ですよ。

アストレア　うそ・・・

クララ　　　ナブエルが

四人　　　　喋ったー！
カラス②　　え？　そこ？
アル　　　　それで勝負に勝ったってことは

アストレア　ここを通してもらえる？

カラス②　　ハイ、どうぞ。
カラス①　　お気を付けてだっぺ～

五人退場

カラス①　　は～久しぶりに楽しかっただっぺ

カラス②　　な。（幸せ満喫中）

サンク王と衛兵長　忍び足で受け付けを通り過ぎる。
カラス①　　ねえねえ。ねえってば。
カラス②　　ん？なんやねん？

カラス①　　いや、もういいだっぺ。

にぎやかな音楽。
ダンサーたちが登場し、ダンスが始まる。
途中から入った五人も一緒に踊り始める。

全員　　　　イエーイ。（終了）

リバー　　　すごい、楽しいね。
アル　　　　ホントだなぁ。ずっといてもいいな。
アストレア　ええ。
サンク王　衛兵長　登場

サンク王　　よくぞここまで来てくれたな。リバー。
リバー　　　サンクストゥス王。なぜ、ここに？
サンク王　　なぜ？　とな。ハ、ハ、ハ、ハ･･･。私がお前をここに呼んだのだ。
リバー　　　どういうこと？
サンク王　　さあ、地図を出しなさい。
リバー　　　なんのこと？

サンク王　　地図を出すのだ。
アル　　　　おい、いい加減にしろよ。しつこいんだよ。

アストレア　しつこい男は嫌われるって知らないの？
王　　　　　ふっ。嫌われることには慣れているものでね。

クララ　　　（指をならす。）
雨が降る。
サンク王　　またか。
衛兵長　　　（傘をさして）ハッ残念だったな。我々だってバカじゃない。同じ手には乗らんぞ。今度はちゃんと傘を持って・・・

リバー　　　もう、ほっといてよ！
雷の音
サンク王　衛兵長　倒れる。

アル　　　　雷？
アストレア　え、リバー？

リバー　　　（呆然として）私？
ナブエル　　う。（そうだ、お前の力が解放されたのだ。）
リバー　　　どうして？　私が？
トリル　登場
トリル　　　あなたが光の部族だから。
リバー　　　トリル！
トリル　　　言ったでしょ、また会いましょうって。リバー、一緒に来て。
リバー・トリルを残し　他は退場
光の部族と闇の部族　登場
光の部族　　ああこんなはずじゃなかった。
闇の部族　　あれれー。どうかした？
リバー　　　あの人たちは？
トリル　　　昔、世界は明暗の部族にまとめられていたの。
リバー　　　めいあん？
トリル　　　光と闇で明暗。
光の部族　　秘宝を作ったためにこんなことになるなんて。
闇の部族　　どんな願いでも叶えてくれる秘宝。私のものよ。
光の部族　　それは、みなの希望のために作ったんだ。
闇の部族　　みなの希望？　笑わせないでよ。自分の希望のために人を犠牲にする。当然だわ。
光の部族　　そんなことを言うなんて。私たちは全ての部族をまとめる存在なのだよ。
闇の部族　　それがもうイヤなのよ。みんなのために自分を犠牲にしなければいけない？　私は、私のためにみんなに犠牲になってもらう。
闇の部族　退場
光の部族　　待て、待ってくれ。･･･もう、無理なのか。
光の部族　退場
トリル　　　こうして、明暗の部族は光の部族と闇の部族に分かれ、光の部族は秘宝を闇の部族から隠した。
リバー　　　その隠し場所の地図を、持っているのが･･･私･･･？
トリル　退場
アル・アストレア・クララ・ナブエル　登場
アル　　　　リバー、大丈夫か。
リバー　　　アル、みんな、私･･･。（説明しようとする。）
ナブエル　　ん。（さえぎる）
クララ　　　ナブエルがすべて教えてくださったのよ。
リバー　　　ナブエルが･･･。では、ナブエルは知っていたの？
ナブエル　　いや、これまでの事柄を整理し･･･。
アル　　　　順序良く組み立てていけばこれくらい事実、理解するのは息をするよりも簡単だよ。
アストレア　アル！　ふざけないで。
アル　　　　ナーブぅ、アストレアがこーわーいー。
アストレア　リバー、地図は？
リバー　　　うん。長老様がくれたこれが、そうだと思うんだけど。
アル　　　　行ってみよう。
アストレア　え？　あんた秘宝が欲しいの？
アル　　　　秘宝なんてものに興味はないが、リバーは自分のことちゃんと知りたいだろ。
アストレア　アル。そういうとこ。（はいいのよね。）
五人　退場
サンク王　衛兵長　　登場

衛兵長　　　くっそーあーやればこうやる。これだから子供は嫌いなんだ。

サンク王　　追うぞ。
衛兵長　　　･･･。
サンク王　　何だ。これ以上追いかけると嫌われるぞって言いたげな顔だな。
衛兵長　　　･･･。
サンク王　　その心配はない。もうとっくに嫌われてるさ。さあ行け！

サンク王　衛兵長　　退場

五人　登場
アルが先頭、他のみんなは不安
アストレア　アル、こっちで合ってるの？
アル　　　　ん？　いや、どうかな？　地図がよめないんだ。
アストレア　は？　あんた、地図読めないの？
アル　　　　そうじゃないよ。消えちゃったんだよ。
アストレア　そんなわけないでしょ。
クララ　　　（アルから地図を取り上げて、見る）本当。何も書いてないわ。
リバー　　　そんなはずないわ。（クララから地図を取り上げて、見る）ちゃんと書いてあるわ。道もあっている。
クララ　　　ええ？　先ほどは確かに･･･。（リバーから地図を取り上げて、見る）やっぱり。何も書いていませんわ。
ナブエル　　（クララから地図を取り上げ、リバーに渡す。）
アストレア　この地図は、リバーが持たないと読めないのね。
アル　　　　アストレア、すげーな。（そんな地図の魔法がよくわかったな）
アストレア　ナブエルがそう言ってるのよ。
アル　　　　アストレア、すげーな。（ナブエルの言うことわかるんだ。）
リバー　　　着いたわ。
アル　　　　え？　ここに秘宝が？
リバー　　　（地図を見て）そのはずだけど…。

突然、あたりが暗くなる。
アル　　　　うわっ。どうした。何があった？
サンク王　衛兵長　　登場
サンク王　　ようこそ。我が領域へ。

アル　　　　お前は、また来たな。ほんと、しつこいぞ。
リバー　　　どうして私たちの居場所が分かるの？

衛兵長　　　地図がもう一枚あったからさ。

アストレア　あっ！　私たちのとほとんど同じ。
サンク王　　地図を作ったのは光の部族だけじゃない。闇の部族も作っていたんだ。
クララ　　　光と闇はもとは同じ部族でらっしゃいますから、ね。
アル　　　　え！　てーことは、お前（サンク王）、闇の部族なのか？
ナブエル　　い。（今さら？）
サンク王　　今さら何を…。
ナブエル　　お。（お前たちは）ひ（秘宝を手に入れるために）、リバー（リバーを利用しようとした）。
サンク王　　そうだよ。光の地図と闇の地図が出会うとき、秘宝は現れるんだ。ソフィーが死んでから、この娘が十四歳になり、光の力を得るのをまっていたのだ。
アストレア　あんた、リバーを利用しようとしたってこと？
クララ　　　ソフィー様…というのは？
衛兵長　　　ソフィア様は、その子の母親だ。お美しい方だったが、秘宝を手にすることを拒まれてな…。
アル　　　　おい！　お前たち、リバーの母ちゃんに何をしたんだ。

ナブエル　　（衛兵長につかみかかる。）
衛兵長　　　やめろ、おい！　殺したわけじゃないぞ。
サンク王　　ああ、ソフィー…。
リバー　　　サンクトゥス王…。あなた…。
サンク王　　そこまでだ。これ以上、踏み込むべきではない。･･･才能に満ちあふれた子どもたち･･･。殺すのが惜しいよ。
リバー　　　今、何て？
サンクトゥス王の攻撃で、
ナブエル、アストレア、クララ、アルが次々と倒れていく。
サンク王、リバーを捕らえる。
トリル　登場

トリル　　　リバー！
時が止まる。
リバー　　　トリル！　助けに来てくれたの？
トリル　　　いいえ。私は時間の中に生きているだけ･･･。でも、過去を見せることはできる。

時間をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(さかのぼ),遡)る
リバー　　　ここは？
トリル　　　十三年前･･･。あなたのお母さんがサンクトゥス王に始めた出会った日。
ソフィア　登場
リバー　　　お母さん？
村人①　　　こいつが光を操っているのを見たぞ。化け物だ。
村人②　　　魔女だ。火あぶりにしろ。
村人③　　　そうだ。火あぶりだ。捕まえろ。
村人①　　　こいつは病気をはやらせ、夜になれば仲間を連れて子どもたちをさらいにくるぞ。
村人②　　　魔女だ！
村人③　　　怪物だ！
村人①　　　化け物だ！
村人たちがソフィアを責め立てる。
サンクトゥス王　登場
暗闇の魔法をかける。･･･と村人たちが倒れる。

ソフィア　　ひ、人が･･･。
サンク王　　大変な目にあわれましたな。
ソフィア　　あなた、何てことしたの？
サンク王　　いや、私はただ、そなたを助けたくて･･･。
ソフィア　　どうやって･･･。まさか、闇の部族。
サンク王　　そうだ。私は闇の部族だ。そしてそなたは光の部族。
ソフィア　　どうしてそれを。
サンク王　　そなたをずっと見ていた。
ソフィア　　･･･ストーカー？
サンク王　　いや、そういうわけじゃない。
ソフィア　　助けてくださったことにはお礼を言います。でも、もう私たちには関わらないでください。
サンク王　　ま、待ってくれ･･･。
ソフィア・サンクトゥス王　退場
リバー　　　･･･サンクトゥス王。
トリル　　　リバー。ここからは、あなたが自分で見て、聞いて、考えて決めること。
トリル　退場
再び時が流れる。

リバー　　　サンクトゥス王…。お母さんの話を聞かせて。
サンク王　　ソフィアは、私の生きる意味だった。
リバー　　　秘宝のため？　お母さんが光の部族だから
サンク王　　違う。
リバー　　　でも･･･。
サンク王　　始めは、秘宝など望んでいなかった。しかし、能力者に対する差別がエスカレートし、我々は森の奥へ追いやられ、町の者との交流を断たれ、それでも、その国が平和であればと、私は国を治めることに力を注いだ。
リバー　　　サンクトゥス王は、すごく怖くて逆らったら殺されるって･･･。
サンク王　　国民には厳しくした。守るために･･･。しかし、やつらは我々の存在を消そうと、更なる迫害が行われるようになった。
リバー　　　…。
サンク王　　もう、秘宝の力を借りるしかない。かつては明暗の部族を頂点とし、特殊能力者たちが世界を治めていた。世界を取り戻す。
リバー　　　歴史をくり返す…？
サンク王　　我々が惨めな思いをすることはない。特殊能力者たちが頂点に立つ世界。その中で明暗の部族出身である我々は支配者となる。どうだ素晴らしい世界ではないか？
リバー　　　そのために、お母さんは死んだ！
サンク王　　守りたかった。本当だ。
リバー　　　そのために、友達が、アストレアも、ナブエルも、クララも、アルも…。
サンク王　　彼らは、私の崇高な目的を理解できるだろう。
雨が降り始める。
リバー　　　あ、雨が…。

クララ　登場

クララ　　　想像していましたものより、はるかに平凡なお願いですわ。わたくし、すこしがっかりしてしまいました。
リバー　　　クララ、無事だったの？
クララ　　　ええ。どってことありませんわ。ちょっと痛かったですけど…。
　　　　　　　　アストレア　登場
アストレア　私がすぐに手当てしたからね。
リバー　　　アストレア！

アル　登場
アル　　　　それになんだよ、崇高な目的って。お前に踏み台にされる俺たちじゃないぜ。
リバー　　　アル！

ナブエル　登場

ナブエル　　悪役の思考とは、かくもこうワンパターンであるとは。私が予想するまでもない。がっかりだ。
リバー　　　ナブエル、しゃべってるー。
サンク王　　え、そっち？
アストレア　サンクトゥス王、お礼を言うわ。あなたが私たちの能力を解放したのよ。
ナブエル　　う。
アストレア　「才能に満ちあふれてる」って。
サンク王　　まさか。
衛兵長　登場
衛兵長　　　王様。どうしましょう。
サンク王　　うう…。秘宝は目の前だ。こうなったら力づくでリバーを連れていく。
衛兵長　　　はっ。
サンクトゥス王は暗闇の魔法をかける。
しかし、先ほどのように５人は倒されない。
アル　　　　俺の速さにはついてこれないぜ！
衛兵長　　　隙あり！

ナブエル　　アル！
アル　　　　（衛兵長の攻撃をよけて）サンキュ、ナーブ！
サンク王　　くっ…。こうなったら…。
サンクトゥス王が大きな魔法をかけようとする。
リバー　　　私はあなたを許さない。お母さんを死に追いやり、友達を傷つけた。
大きな雷鳴
衛兵長がサンク王をかばい、倒れる。
衛兵長　　　王様･･･。ご無事ですか。
サンク王　　衛兵長。･･･なぜだ。なぜ、かばう。
衛兵長　　　王様をお守りするのが、私の役目です。それに･･･大切な人を守るのに、理由なんて要りません。
サンク王　　衛兵長、しっかりしろ、頼む！

衛兵長　　　衛兵長ですよ。王様。私は衛生長ではありません。何度言ったらわかるんですか･･･。（倒れる）
サンク王　　衛兵長！　衛兵長！　衛生長？　･･･返事をしてくれ！。
アル　　　　お、おい･･･。
サンク王　　衛兵長･･･。私は、孤独ではなかったということか･･･。リバー、とどめを刺しなさい。私の目指す世界は衛兵長と共にあるのだ。もう、意味はない。
リバー　　　サンクトゥス王…。あなたは間違っていた。世界の頂点にいなくても、そばで支えてくれる人がいる。あなたはずっと、幸福だったのよ…。
長い間
リバー　　　秘宝は、諦めてもらうわ。（王の地図を破壊する。）
サンク王　　あっ！
リバー　　　アストレア、衛兵長さんを治してあげて。
アストレア　いいの？
リバー　　　うん。
アストレア　衛兵長を治療する。
サンク王　　ありがとう。･･･行こう、衛生長。
衛兵長　　　衛兵長ですよ、王様。
サンク王　　（５人に）君たちがつくる新しい世界を見せてもらうよ。リバー、また会おう。
衛兵長　　　だから、しつこい男は嫌われますよ。
サンク王　　知らないのか衛兵長、諦めのいい男はもてないんだよ。

サンク王・衛兵長　退場
アル　　　　で、リバー。秘宝はどうすんだよ。
リバー　　　アル、秘宝はもう、ないわ。（地図を破る）
アル　　　　え？
ナブエル　　そ。（そんなことはない）
リバー　　　ううん、ないのよ。
トリル　登場

トリル　　　リバー。それがあなたの答えなの？
リバー　　　トリル。
トリル　　　秘宝を手に入れないのね。
リバー　　　ええ。歴史は繰り返さない。
トリル　　　そう。…じゃあ、リバー。お別れね。
リバー　　　トリル、あなたは一体…？
トリル　　　言ったでしょ。私はあなた。繰り返された歴史をみてきた。でも、もう歴史は繰り返されない。繰り返される歴史の中に残ったあなたが私。でも、あなたはあなたの道を行く。これから私の知らない歴史が始まるのね。
リバー　　　トリル！
トリル　　　さようなら、リバー。さようなら、才能に満ちあふれた子どもたち。新しい歴史の主役たち。
トリル　消える。
ナブエル　　そうだったのか。
アル　　　　どういうことだったのだ？
アストレア　私は私の道を行く。新しい歴史の主役…。なんか、大きなものを背負わされた気分ね。
クララ　　　そうかしら。わたくしはわたくしの道を進む。当然のことですわ。
アル　　　　クララはときどき、まともなことを言う。
クララ　　　植物さんたちは、いつでもそうですわ。自分の心に正直に、まっすぐにただ、生きている。
アル　　　　部族なんて関係ない。
アストレア　上も下もない。

クララ　　　困難なことがあっても。
リバー　　　恐怖で諦めそうになるときも。
ナブエル　　仲間の力を信じて。
五人　　　　歩いて行く。
　　　　　　　　幕


